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１． まえがき 

従来の光情報通信ネットワークでは、C,L バンド(波長

1.5μm帯)が利用されてきた。その一方 1µm帯は、光セン

シングや光加工などの分野で発展しており、光増幅器や

レーザなど、多くの光コンポーネントが充実している。

そこで我々は 1µm 帯において光情報通信ネットワークを

構築することを目的とし、伝送システムや光源の開発を

行っている[1]。本論文では、1µm 帯における通信(光時分

割、波長多重)用パルス光源開発を目的に、光変調器を用

いた高繰り返しピコ秒パルス列生成について報告する。 

2 ．波長１μm帯ピコ秒パルス列生成の原理 

  図１に示すように、異なる振幅の RF 正弦波信号（A1 

sinωt, A2 sinωt）と直流のバイアス電圧によりマッハツェン

ダー光変調器(MZM)を駆動する。その際、式(1)の条件が

満たされる場合に広帯域かつ平坦なスペクトルを得るこ

とができる [2]。 

 
ただし、⊿Aは両アームの高周波信号の振幅差、 ⊿θは

両アームの変調信号光の位相差である。その際に周波数

チャープが発生するため、後段で周波数チャープ補償を

行う。チャープ補償には、1µm帯においてシングルモー

ド特性を有する Holey Fiberを使用する。さらに短パルス

化を行うためイットリビウム添加光ファイバ増幅器

(YDFA)で増幅し、非線形ファイバによりスペクトル拡大

を行う。 

3．実験システムおよび実験結果 

図 1 に示すように、光源としては 1060nmの CW光を使

用し、周波数 12.5GHzの電気信号で式(1)を満たすように

MZMを駆動した。図 2に示すように、MZMによりスペク

トル幅 1.0nm（フーリエ限界パルス幅：1.65ps）, パルス幅

23.6psのパルス列が生成された。この信号を Single Mode 

Fiber(Holey Fiber-長さ：1.98km総分散値：-21.74ps/nm)でチ

ャープ補償を行い、スペクトル幅 1.0nm, パルス幅 3.5psの

パルス列が生成された。その後、非線形ファイバ(Crystal 

Fibre 製- 長さ:0.05km, 非線形定数：~37[W・km]-1)に 0.1W

で入力した。図 3に示すように、スペクトル幅 2.5nm, パル

ス幅 2.7psのパルス列が生成された。 

4．むすび 

  波長 1060nmにおいて、光変調器と分散補償・非線形圧

縮を用いて、繰り返し周波数 12.5GHz・スペクトル幅

2.464nm・パルス幅 2.7psパルス列生成に成功した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 １μm帯におけるピコ秒パルス生成実験系 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

図 2 光変調器出力光: (a)スペクトル(b)パルス波形 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

図 3 非線形ファイバ出力光: (a)スペクトル(b)パルス波形 
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